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巻
　頭
　言

　第
75
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会
に
つ
い
て

　

久

　光

　
　正

　
昭
和
医
科
大
学
に
お
い
て
、
生
理
学
の
２
代
目
教
授
を
務
め
ら

れ
た
武
重
千
冬
先
生
（
１
９
２
６
～
２
０
０
１
）
は
、
世
界
に
先

駆
け
て
鍼
鎮
痛
の
作
用
機
序
を
科
学
的
に
解
明
す
る
道
を
切
り
拓

か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
経
験
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た

鍼
治
療
の
効
果
に
対
し
、
神
経
生
理
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い

て
研
究
を
進
め
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

東
洋
医
学
の
科
学
的
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
武
重
先

生
の
研
究
は
、
現
代
医
学
に
お
け
る
鍼
灸
治
療
の
位
置
づ
け
を
確

立
す
る
礎
と
な
り
、
今
日
の
「
エ
ビ
デ
ン
ス
時
代
」
の
扉
を
開
く

先
駆
的
な
業
績
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
精
神
と
伝
統
は
３
代
目
教

授
、
久
光
正
、
４
代
目
教
授
、
砂
川
正
隆
に
受
け
継
が
れ
、
東
洋

医
学
の
作
用
機
序
の
解
明
を
目
指
し
た
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
研
究
対
象
に
は
鍼
灸
だ
け
で
な
く
、
漢
方
薬
の
効
果

や
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
、
よ
り
深
い
科
学
的
検
証
が
求

め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
２

０
２
５
年
６
月
６
日（
金
）
か
ら
８
日（
日
）
に
か
け
て
、
東
京
・

新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
、
第
75
回
日
本
東
洋
医
学
会
学

術
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
総
会
の
テ
ー
マ
は
「
東
洋
医
学
の

エ
ビ
デ
ン
ス 

～
漢
方
・
鍼
灸
の
実
力
と
未
来
～
」
で
す
。

　
東
洋
医
学
は
長
い
歴
史
の
中
で
人
々
の
健
康
を
支
え
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
で
は
そ
の
有
効
性
や
安
全
性
に
つ
い
て
科
学
的
検
証

が
進
み
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
医
療
と
し
て
の
確
立
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
漢
方
薬
や
鍼
灸
の
臨
床
応
用
に
関
し
て

は
、
質
の
高
い
研
究
に
よ
る
科
学
的
根
拠
の
構
築
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
、
本
総
会
で
は
最
新
の
研
究
成
果
を
共
有
し
、
議
論
を
深

め
る
予
定
で
す
。 

　
ま
た
、
将
来
の
東
洋
医
学
を
担
う
若
手
や
研
究
者
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
若
手
研
究
者
や
臨
床
家
に
よ
る
発
表
の
機

会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
生
や
研
修
医
が
東
洋
医
学
に
興

味
を
持
ち
、
学
び
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
多
数
用

意
し
ま
し
た
。
次
世
代
の
育
成
は
、
東
洋
医
学
の
さ
ら
な
る
発
展

に
不
可
欠
で
あ
り
、
本
総
会
が
若
手
の
研
究
や
臨
床
の
発
展
を
後

押
し
す
る
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
前
述
の
通
り
、
今
回
、
学
会
の
テ
ー
マ
に
「
鍼
灸
」
と
い
う
言

葉
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
会
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

第
75
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会 

会
頭

昭
和
医
科
大
学 

学
長
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漢
方
薬
治
療
の
み
な
ら
ず
、
鍼
灸
治
療
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
で
す
。
近
年
、
鍼
灸
の
エ
ビ
デ
ン
ス
構

築
が
進
み
、
慢
性
疼
痛
や
自
律
神
経
疾
患
、
運
動
器
疾
患
、
さ
ら

に
は
精
神
疾
患
へ
の
応
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
総
会
で

は
、
鍼
灸
関
連
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
大
幅
に
充
実
さ
せ
、
最
新
の
研

究
成
果
や
臨
床
応
用
に
つ
い
て
討
論
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
鍼
灸
の
エ
ビ
デ
ン
ス
構
築
に
関
す
る
研
究
報
告
、

最
新
の
臨
床
応
用
、
さ
ら
に
は
伝
統
的
な
鍼
灸
技
術
と
現
代
医
学

と
の
融
合
に
つ
い
て
議
論
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
鍼
灸
が
東
洋
医
学
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
今

後
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

る
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
関
東
甲
信
越
支
部
の
10
都
県
部
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
、
地
域
医
療

に
お
け
る
東
洋
医
学
の
役
割
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
す
。
各
地

域
に
お
け
る
伝
統
医
療
の
実
践
と
そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
構
築
に
関
す

る
発
表
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
医
療
に
お
け
る
東
洋
医
学
の

さ
ら
な
る
可
能
性
が
探
求
さ
れ
ま
す
。

　
実
践
的
な
セ
ミ
ナ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、
東
洋
医
学
を
よ
り
深

く
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
煎
じ
薬
の
調
製
や
鍼
灸
治
療
の
体
験
、
さ
ら
に
は
臨
床
研
究

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
画
を

通
じ
て
、
東
洋
医
学
を
理
論
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
体
験
し
な
が

ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
総
会
で
は
、
東
洋
医
学
の
国
際
的
な
発
信
を
強
化
す

る
た
め
、
英
語
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
東
洋
医
学
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
や
世
界
各
国
で
注

目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
知
見
を
国
際
的
に
共
有
し
、
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
英
語
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
英
語
で

最
新
の
研
究
成
果
や
臨
床
例
を
報
告
し
、
日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
日
本
と
韓
国
の
東
洋
医
学
の
実
践
や
研
究
の
違
い
、
共
通
点

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

日
本
の
東
洋
医
学
を
世
界
に
発
信
し
、
国
際
的
な
視
野
で
の
発
展

を
促
す
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
本
総
会
を
通
じ
て
、
東
洋
医
学
の
未
来
を
見
据
え
た
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
、
次
世
代
の
医
療
従
事
者
や
研
究
者
に
と
っ
て
実
り

多
い
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
総
会
が
参
加
者
の

皆
様
に
と
っ
て
刺
激
的
で
有
益
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
全
力

を
尽
く
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
学
術
総
会
が
、
東
洋

医
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
し
、
次
世
代
の
研
究
者
・
臨
床
家

の
育
成
に
貢
献
す
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
多
く
の
皆
様
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　（
医
師
：
〒
142
─8555 

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
１
―５
―８
）
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は
じ
め
に

　『
第
十
八
改
正
日
本
薬
局
方（
１
）』

の
製
剤
総
則
で
は
、
煎
剤
の
調
製

方
法
を
「
通
例
、
一
日
量
の
生
薬
に
常
水
400
～
600 

mL
を
加
え
、
30
分

以
上
か
け
て
半
量
を
目
安
と
し
て
煎
じ
、
温
時
、
布
ご
し
す
る
」
と

規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
、
調
剤
・
市
販
さ
れ
て
い
る
煎
剤

の
ほ
と
ん
ど
は
、
生
薬
を
和
紙
や
不
織
布
の
「
パ
ッ
ク
」
に
最
初
か

ら
封
入
し
た
状
態
で
調
剤
・
投
薬
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
は
煎
後
の

「
布
ご
し
」
の
手
間
を
省
く
た
め
に
も
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
煮
沸
し

て
い
る
場
合
が
多
（
２
）（
３
）

い
。

　
一
方
、
パ
ッ
ク
を
使
用
し
て
煎
じ
た
時
に
は
、
そ
れ
を
使
用
し

な
か
っ
た
時
と
比
較
し
て
、
生
薬
の
沸
騰
水
中
で
の
動
き
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
生
薬
か
ら
煎
液
へ
の
含
有
成
分
の
移
行

量
（
抽
出
量
）
が
少
な
く
な
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
、
医
師
・
薬
剤

師
に
よ
っ
て
、
あ
え
て
生
薬
を
パ
ッ
ク
か
ら
出
し
て
煎
じ
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
る
場
合
が
あ
（
４
）（
５
）

る
。
し
か
し
、
パ
ッ
ク
の
使
用
に
よ
っ
て

実
際
に
ど
の
程
度
、
移
行
量
が
減
少
す
る
の
か
、
推
奨
の
根
拠
と
な

る
べ
き
具
体
的
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
筆
者
ら
の
検
索
で
は

２
０
１
３
年
お
よ
び
２
０
１
４
年
に
姫
野
ら
が
行
っ
た
学
会
報
告

の
抄
録
の
み
で
あ
っ
（
６
）（
７
）た

。
姫
野
ら
は
桂
枝
湯
に
つ
い
て
両
者
の
比

較
を
行
い
、cinnam

ic acid

、cinnam
aldehyde

、paeoniflorin

、

glycyrrhizin

各
々
の
抽
出
効
率
が
、
不
織
布
パ
ッ
ク
の
使
用
に

よ
っ
て
50
～
85
％
に
低
下
す
る
こ
と
、
成
分
に
よ
っ
て
抽
出
量
の
低

下
の
割
合
が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
パ
ッ
ク
へ
の
生
薬
の
充
填
率
が
小

さ
い
方
が
抽
出
量
の
低
下
が
少
な
い
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る（
６
）。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、こ
れ
ら
の
結
果
は
論
文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
織
布
パ
ッ
ク
の
サ
イ
ズ
や
充
填
率
の
算
出
方
法
等
、
実
験
方
法
の

詳
細
が
不
明
で
あ
る
。

一般論文

不
織
布
パ
ッ
ク
の
使
用
が
マ
オ
ウ
煎
液
へ
の

　
　
　
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
移
行
量
に
与
え
る
影
響

○
1）2）3）

笛
木
　
司
・
　1）

坂
江
沙
月
・
　3）

牧
野
利
明
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は
じ
め
に

　『
第
十
八
改
正
日
本
薬
局
方（
１
）』

の
製
剤
総
則
で
は
、
煎
剤
の
調
製

方
法
を
「
通
例
、
一
日
量
の
生
薬
に
常
水
400
～
600 
mL
を
加
え
、
30
分

以
上
か
け
て
半
量
を
目
安
と
し
て
煎
じ
、
温
時
、
布
ご
し
す
る
」
と

規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
、
調
剤
・
市
販
さ
れ
て
い
る
煎
剤

の
ほ
と
ん
ど
は
、
生
薬
を
和
紙
や
不
織
布
の
「
パ
ッ
ク
」
に
最
初
か

ら
封
入
し
た
状
態
で
調
剤
・
投
薬
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
は
煎
後
の

「
布
ご
し
」
の
手
間
を
省
く
た
め
に
も
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
煮
沸
し

て
い
る
場
合
が
多
（
２
）（
３
）

い
。

　
一
方
、
パ
ッ
ク
を
使
用
し
て
煎
じ
た
時
に
は
、
そ
れ
を
使
用
し

な
か
っ
た
時
と
比
較
し
て
、
生
薬
の
沸
騰
水
中
で
の
動
き
が
制
限

さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
生
薬
か
ら
煎
液
へ
の
含
有
成
分
の
移
行

量
（
抽
出
量
）
が
少
な
く
な
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
、
医
師
・
薬
剤

師
に
よ
っ
て
、
あ
え
て
生
薬
を
パ
ッ
ク
か
ら
出
し
て
煎
じ
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
る
場
合
が
あ
（
４
）（
５
）

る
。
し
か
し
、
パ
ッ
ク
の
使
用
に
よ
っ
て

実
際
に
ど
の
程
度
、
移
行
量
が
減
少
す
る
の
か
、
推
奨
の
根
拠
と
な

る
べ
き
具
体
的
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
筆
者
ら
の
検
索
で
は

２
０
１
３
年
お
よ
び
２
０
１
４
年
に
姫
野
ら
が
行
っ
た
学
会
報
告

の
抄
録
の
み
で
あ
っ
（
６
）（
７
）た

。
姫
野
ら
は
桂
枝
湯
に
つ
い
て
両
者
の
比

較
を
行
い
、cinnam

ic acid

、cinnam
aldehyde

、paeoniflorin

、

glycyrrhizin

各
々
の
抽
出
効
率
が
、
不
織
布
パ
ッ
ク
の
使
用
に

よ
っ
て
50
～
85
％
に
低
下
す
る
こ
と
、
成
分
に
よ
っ
て
抽
出
量
の
低

下
の
割
合
が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
パ
ッ
ク
へ
の
生
薬
の
充
填
率
が
小

さ
い
方
が
抽
出
量
の
低
下
が
少
な
い
こ
と
な
ど
を
報
告
し
て
い
る（
６
）。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、こ
れ
ら
の
結
果
は
論
文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

不
織
布
パ
ッ
ク
の
サ
イ
ズ
や
充
填
率
の
算
出
方
法
等
、
実
験
方
法
の

詳
細
が
不
明
で
あ
る
。

一般論文

不
織
布
パ
ッ
ク
の
使
用
が
マ
オ
ウ
煎
液
へ
の

　
　
　
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
移
行
量
に
与
え
る
影
響

○
1）2）3）

笛
木
　
司
・
　1）

坂
江
沙
月
・
　3）

牧
野
利
明
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で
煎
煮
し
た
の
ち
、
パ
ッ
ク
ご
と
残
渣
を
引
き
揚
げ
、
茶
こ
し
に
載

せ
て
ス
パ
―
テ
ル
で
よ
く
押
し
て
搾
り
、
得
ら
れ
た
煎
液
の
体
積
を

測
定
し
た
。

　
ろ
過
さ
れ
た
煎
液
サ
ン
プ
ル
は
、分
析
時
ま
で
-20
℃
で
保
存
し
た
。

　
５
．
マ
オ
ウ
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
抽
出
量
の
定
量

　
10
％
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
塩
酸
塩
５
・
50 

mg
を
50
％M

eO
H

に
溶
解
、

10
・
０
mL
と
し
た
も
の
を
標
準
溶
液
と
し
た
。
凍
結
煎
液
サ
ン
プ
ル

を
解
凍
、
40
℃
で
30
分
静
置
し
た
後
、
遠
心
（14,000

× g, 5
分

）

し
た
上
清
を
試
料
溶
液
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
20 

µL
を
、
以
下
の
条
件

の
Ｈ
Ｐ
Ｌ
Ｃ
シ
ス
テ
ム（
島
津
製
作
所
、京
都
）で
分
析
し
た
：
検
出
器
、

紫
外
吸
光
光
度
計
（SPD

-10A
D

V
P, 210nm

）
カ
ラ
ム
、Inertosil 

O
D

S-3

（4.5

×150mm

、GL
サ
イ
エ
ン
ス
、東
京
）：
カ
ラ
ム
温
度
、40
℃：

移
動
相
、
０
・
45
％
ラ
ウ
リ
ル
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
水
溶
液
・
41
％
ア

セ
ト
ニ
ト
リ
ル
・
０
・
09
％
リ
ン
酸
水
溶
液
の
混
合
液
、
1 

mL
／
分
。

　
試
料
溶
液
の
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
お
よ
び
プ
ソ
イ
ド
エ
フ
ェ
ド
リ
ン

（
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
に
対
す
る
相
対
保
持
時
間
約
0.9
）
の
ピ
ー
ク
面
積
Ａ

Ｔ
Ｅ
お
よ
び
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
そ
れ
ぞ
れ
測
定
し
、
標
準
溶
液
の
エ
フ
ェ
ド

リ
ン
の
ピ
ー
ク
面
積
Ａ
Ｓ
と
の
割
合
か
ら
、
試
料
溶
液
中
の
マ
オ
ウ

ア
ル
カ
ロ
イ
ド
濃
度
を
算
出
し
、
こ
れ
に
各
々
の
煎
液
量
を
乗
じ
た

も
の
を
マ
オ
ウ
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
抽
出
量
と
し
て
提
示
し
た
。

Ｋ
Ｔ
の
体
積
（
B1
）
と
し
た
。

　
そ
の
後
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
を
密
閉
し
、
一
晩
室
温
に
放
置
し
た
の

ち
、
茶
こ
し
で
濾
し
、
得
ら
れ
た
液
体
の
体
積
を
測
定
し
た
。
メ
ス

シ
リ
ン
ダ
ー
の
満
量
か
ら
こ
れ
を
引
い
た
値
を
、
膨
潤
時
の
マ
オ
ウ

お
よ
び
Ｋ
Ｔ
の
体
積
（
B2
）
と
し
た
。

　
B1
／
Ａ
×
100
（
％
）
の
値
を
、
乾
燥
時
の
マ
オ
ウ
ま
た
は
Ｋ
Ｔ
の

充
填
率
、
B2
／
Ａ
×
100
（
％
）
の
値
を
、
膨
潤
時
の
マ
オ
ウ
ま
た
は

Ｋ
Ｔ
の
充
填
率
と
し
た
。

　
４
．
煎
液
サ
ン
プ
ル
の
調
製

　
パ
ッ
ク
不
使
用
煎
液
サ
ン
プ
ル
の
調
製
で
は
、
予
め
質
量
を
測
定

し
た
500 

mL
の
ビ
ー
カ
ー
に
、
精
製
水
250 

mL
と
、
マ
オ
ウ
ま
た
は
Ｋ
Ｔ

を
入
れ
、
生
薬
が
完
全
に
水
に
浸
る
よ
う
に
し
た
の
ち
、
ア
ル
ミ
箔

を
用
い
て
ビ
ー
カ
ー
の
上
部
形
状
に
合
わ
せ
て
し
っ
か
り
と
覆
い
、

質
量
を
測
定
し
て
室
温
で
15
分
置
い
た
。
そ
の
後
、
電
熱
器
で
加
熱

し
て
、穏
や
か
な
沸
騰
を
30
分
維
持
し
た
と
こ
ろ
で
熱
源
か
ら
下
し
、

質
量
を
測
っ
て
水
の
蒸
発
量
を
確
認
し
た
。
内
容
物
を
二
重
の
ガ
ー

ゼ
で
濾
し
、
残
渣
を
ス
パ
―
テ
ル
で
押
し
て
搾
り
、
得
ら
れ
た
煎
液

の
体
積
を
測
定
し
た
。

　
パ
ッ
ク
使
用
煎
液
サ
ン
プ
ル
の
調
製
で
は
、
マ
オ
ウ
ま
た
は
Ｋ
Ｔ

を
Ｈ
Ｐ
６
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
８
に
入
れ
、
上
部
か
ら
1.0 

cm
の
と
こ
ろ
を
直

線
状
に
ヒ
ー
ト
シ
ー
ラ
ー
で
シ
ー
ル
し
た
も
の
を
、
前
述
し
た
方
法
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そ
こ
で
我
々
は
、
加
熱
に
対
し
て
安
定
性
の
高
い
マ
オ
ウ
ア
ル
カ

ロ
イ
ド
を
指
標
に
し
て
、
単
味
の
マ
オ
ウ
と
葛
根
湯
に
つ
い
て
、
不

織
布
パ
ッ
ク
使
用
が
煎
液
へ
の
成
分
移
行
量
に
与
え
る
影
響
を
検
討

し
た
。
本
検
討
は
新
規
性
の
高
い
も
の
で
は
な
い
が
、
一
部
、
姫
野

ら
の
報
告
と
は
一
致
し
な
い
知
見
も
得
ら
れ
た
た
め
、
今
後
の
議
論

の
た
め
の
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
材
料
と
方
法

　
１
．
実
験
材
料

　
本
検
討
に
用
い
た
生
薬
、
試
薬
、
米
粉
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

日
局
マ
オ
ウ
（
中
国
産
：lot. #011724003
、
栃
本
天
海
堂
、
大
阪
）、

日
局
カ
ン
ゾ
ウ
（
中
国
産
：lot. #002024001
、
栃
本
天
海
堂
）、

日
局
ケ
イ
ヒ
（
ベ
ト
ナ
ム
産
：lot. #002824001
、
栃
本
天
海
堂
）、

日
局
カ
ッ
コ
ン
（
中
国
産
：lot. #001724001

、
栃
本
天
海
堂
）、

日
局
シ
ャ
ク
ヤ
ク
（
中
国
産
：lot. #005324001

、
栃
本
天
海
堂
）、

日
局
タ
イ
ソ
ウ
（
中
国
産
：lot. #007124004

、
栃
本
天
海
堂
）、

日
局
シ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
（
中
国
産
：lot. #005823004

、
栃
本
天
海
堂
）、

10
％
エ
フ
ェ
ド
リ
ン
塩
酸
塩
散
（
丸
石
製
薬
、
大
阪
）、

米
粉
（
原
材
料
：
国
産
う
る
ち
米
、
シ
ー
ジ
ー
シ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
東
京
）

　
本
検
討
に
用
い
た
1
回
煎
煮
分
の
マ
オ
ウ
（
単
味
）
は
2.0
ｇ
、
ま

た
葛
根
湯
（
以
下
Ｋ
Ｔ
）
の
組
成
は
、カ
ッ
コ
ン
4.0
ｇ
、マ
オ
ウ
2.0
ｇ
、

シ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ
0.5
ｇ
、
タ
イ
ソ
ウ
2.0
ｇ
、
ケ
イ
ヒ
1.5
ｇ
、
シ
ャ
ク
ヤ

ク
1.5
ｇ
、
カ
ン
ゾ
ウ
1.0
ｇ
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品（
８
）で

規
定
さ
れ
て
い

る
量
の
１
／
２
量
）
で
あ
る
。

　
２
．
不
織
布
パ
ッ
ク
と
そ
の
容
積
の
測
定

　
不
織
布
パ
ッ
ク
は
、
栃
本
天
海
堂
の
ヒ
ー
ト
ロ
ン
ぺ
ー
パ
ー
６
号

（
以
下
Ｈ
Ｐ
６；

80
×
120 

mm
）、
お
よ
び
ヒ
ー
ト
ロ
ン
ペ
ー
パ
ー
８
号

（
以
下
Ｈ
Ｐ
８；

100 

mm
×
140 

mm
）
を
用
い
た
。

　
米
粉
を
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
に
入
れ
、
底
を
軽
く
実
験
台
に
打
ち
つ

け
な
が
ら
密
に
充
填
し
て
、
100 

mL
を
量
り
と
り
、
そ
の
質
量
を
測
定

し
て
米
粉
の
密
度
を
求
め
た
。
次
い
で
、
Ｈ
Ｐ
６
お
よ
び
Ｈ
Ｐ
８

に
米
粉
を
密
に
充
填
し
て
、
上
部
か
ら
1.0 

cm
の
と
こ
ろ
を
直
線
状
に

ヒ
ー
ト
シ
ー
ラ
ー
で
シ
ー
ル
し
た
の
ち
、
パ
ッ
ク
か
ら
米
粉
を
出
し

て
質
量
を
測
定
、
そ
の
値
と
先
に
求
め
た
密
度
か
ら
、
Ｈ
Ｐ
６
お
よ

び
Ｈ
Ｐ
８
の
容
積
（
100
％
充
填
体
積
：
Ａ
）
を
算
出
し
た
。

　
３
．
マ
オ
ウ
お
よ
び
Ｋ
Ｔ
の
体
積
と
充
填
率

　
1
回
煎
煮
分
の
マ
オ
ウ
ま
た
は
Ｋ
Ｔ
を
、
各
々
20 

mL
と
100 

mL
の
メ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
に
入
れ
、
こ
こ
に
精
製
水
を
満
量
に
な
る
ま
で
体
積

を
測
定
し
な
が
ら
加
え
て
メ
ス
ア
ッ
プ
し
た
。
こ
の
と
き
、
水
面
上

に
生
薬
が
出
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
加
え
た
水
の
体
積
を
メ

ス
シ
リ
ン
ダ
ー
の
満
量
か
ら
引
い
た
値
を
乾
燥
時
の
マ
オ
ウ
お
よ
び
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　抄

　
　録

　
矢
数
道
明
は
感
冒
に
罹
り
や
す
い
患
者
に
対
し
積
極
的
に
黄
柏
末

の
含
嗽
（
う
が
い
）
を
推
奨
し
て
い
た
。
当
初
の
対
象
疾
患
は
慢
性
扁

桃
炎
が
中
心
で
あ
っ
た
。
１
９
６
７
年
に
こ
の
方
法
を
発
表
し
投
稿
し

て
い
る
。
以
降
、
当（
＊
１
）院

で
は
慢
性
扁
桃
炎
に
限
ら
ず
、
易
感
染（
＊
２
）性

の
症

例
に
対
す
る
上
気
道
感
染
の
予
防
と
し
て
、
黄
柏
末
の
含
嗽
薬
を
使

用
し
良
好
な
結
果
を
得
て
い
る
。
こ
れ
は
黄
柏
の
清
熱
解
毒
の
作
用
を

応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
黄
柏
末
の
適
応
が
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
近
年
の
23

症
例
の
検
討
で
は
、
易
感
染
性
（
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す
い
人
）
は
約
半
数

に
留
ま
っ
て
お
り
、
残
り
の
約
半
数
は
「
カ
ゼ
に
罹
っ
た
ら
心
配
」
と

い
う
背
景
に
よ
る
予
防
的
投
与
で
あ
っ
た
。CO

V
ID

-19

パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
発
生
後
よ
り
、
こ
の
予
防
的
投
与
の
割
合
が
急
増
し
た
印
象
が

あ
る
。

　
例
え
ば
、
感
冒
を
繰
り
返
す
体
質
で
は
な
い
ケ
ー
ス
で
も
、
気
管
支

喘
息
・
C

O

P

D
（
肺
気
腫
）・
肺
癌
術
後
・
非
定
型
抗
酸
菌
症
・
慢

性
副
鼻
腔
炎
な
ど
、
上
気
道
炎
な
ど
の
軽
微
な
感
染
症
で
症
状
が
増

悪
す
る
疾
患
を
も
つ
症
例
に
黄
柏
末
の
適
応
が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
妊
婦
・
不
安
神
経
症
・
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
や
す
い
人
な

ど
感
冒
に
対
す
る
不
安
が
強
い
症
例
も
黄
柏
末
の
良
い
適
応
で
あ
っ
た
。

　
近
年
に
お
い
て
も
反
復
性
扁
桃
炎
は
IgA
腎
症
や
掌
蹠
膿
疱
症
な
ど

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
手
術
適
応
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
よ
っ

て
扁
桃
炎
を
繰
り
返
す
症
例
に
対
し
、
黄
柏
末
の
う
が
い
を
継
続
す

る
こ
と
で
手
術
を
避
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
追
試
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
難
治
性
の
口
内
炎
に
つ
い
て
も
漢
方
の
内
服
治
療
に
加
え
、
黄
柏

温
知
会 

症
例
検
討
録
（
012
）

黄
柏
末
の
臨
床
応
用
〜
含
嗽
薬
と
し
て
の
有
用
性
・
安
全
性
の
検
討
〜

　
　易
感
染
性
・
反
復
性
扁
桃
炎
・
慢
性
呼
吸
器
疾
患
・
不
安
神
経
症
・
口
内
炎
に

○
　1）

矢
数
芳
英
・
　2）

野
上
達
也
・
　3）

原
田
佳
尚
・
　4）

安
井
廣
迪
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末
の
う
が
い
を
併
用
す
る
こ
と
で
改
善
で
き
る
症
例
を
し
ば
し
ば
経
験

す
る
た
め
、
こ
ち
ら
も
追
試
が
望
ま
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
含
嗽
薬
と
し
て
の
黄
柏
末
に
は
幅
広
い
適
応
が
あ
り
、

今
後
も
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

＊
１
：
温
知
堂
矢
数
医
院

＊
２
：
本
稿
で
の
易
感
染
性
と
は
単
に
「
か
ぜ
に
罹
り
や
す
い
」
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
よ
っ
て
必
ず
し
も
基
礎
疾
患
（
糖
尿
病
・

肝
硬
変
・
腎
不
全
・
低
栄
養
・
悪
性
腫
瘍
な
ど
）
が
あ
っ
た
り
、

免
疫
力
が
低
下
す
る
状
況
（
化
学
療
法
中
、
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与

中
、
免
疫
抑
制
剤
投
与
中
）
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
緒
　
　
言

　
２
０
２
４
年
７
月
６
日
に
金
沢
で
黄
柏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
日
本
漢

方
生
薬
ソ
ム
リ
エ
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、「
黄
柏
末
の
臨
床
応

用
」
に
つ
い
て
講
演
す
る
機
会
を
頂
い
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
安

井
廣
迪
先
生
と
食
事
を
し
て
い
る
時
に
「
う
が
い
薬
の
色
」
に
つ
い

て
の
話
を
し
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　
一
般
的
に
含
嗽
薬
の
色
は
「
茶
色
」
や
「
水
色
」
と
い
う
の
が
多

く
の
人
達
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
ポ
ビ
ド
ン
ヨ
ー
ド

（
イ
ソ
ジ
ン
な
ど
殺
菌
・
消
毒
の
目
的
）
や
水
溶
性
ア
ズ
レ
ン
（
ア
ズ

ノ
ー
ル
な
ど
抗
炎
症
・
粘
膜
修
復
作
用
の
目
的
）
が
含
嗽
薬
と
し
て
よ

く
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
し
か
し
著
者
は
う
が
い
薬
と
聞
く
と
「
黄
色
」
を
思
い
浮
か
べ

る
。
こ
れ
は
黄
柏
の
色
で
あ
り
、
祖
父
（
矢
数
道
明
）
が
日
常
的
な

う
が
い
薬
と
し
て
黄
柏
末
（
写
真
１
、
296
頁
）
を
使
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
一
般
的
な
う
が
い
薬
の
色
が
「
茶
色
」
で
あ
る
と
知
っ
た

の
は
自
分
が
医
学
生
に
な
っ
た
時
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
幼
少
期
か
ら

ず
っ
と
う
が
い
薬
の
色
は
黄
色
だ
と
思
っ
て
い
た
。「
と
て
も
苦
い

黄
色
い
水
」
が
含
嗽
薬
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
今
回
は
、
黄
柏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
し
た
黄
柏
の
臨
床
応
用
例

を
提
示
し
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
て
報
告

す
る
。

　
　
　
１
９
６
７
年
の
報
告
よ
り

　
記
録
を
さ
か
の
ぼ
る
と
矢
数
道
明
は
、
内
田
商
店
和
漢
薬
同
好
会

第
１
回
研
修
会
（
１
９
６
７
年
８
月
２
日
）
で
扁
桃
炎
の
症
例
を
提

示
し
、
黄
柏
末
の
臨
床
応
用
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
て
い
る
。
後
に

発
表
内
容
を
ま
と
め
て
漢
方
治
療
百
話
第
三
集
（
医
道
の
日
本
社
）

で
「
黄
柏
談
義
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る（
１
）。

こ
こ
で
は
「
風
邪
を
ひ

き
易
く
扁
桃
腺
が
腫
れ
て
な
か
な
か
治
ら
な
い
小
児
や
若
年
者
」
の

治
験
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
古
い
症
例
報
告
で
あ
る

が
、
反
復
性
の
扁
桃
炎
に
対
す
る
黄
柏
末
含
嗽
薬
の
有
用
性
を
示
す

も
の
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
こ
の
中
か
ら
症
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
提
示
す
る
（
以
下
の
症
例
１
〜
３
）。
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な
お
、
黄
柏
末
の
含
嗽
薬
と
し
て
の
使
用
量
は
、
コ
ッ
プ
１
杯
の

冷
水
（
約
180

mL
）
に
黄
柏
末

0.1
〜
0.2

g
を
溶
か
し
た
も
の
を
用
い

て
い
る
。

　
　
　
症 

例 

１
〜
３
　
反
復
性
扁
桃
炎

【
症
例
１（
１
）︼　

30
歳
、
男
性

【
経
　
過
︼　
こ
の
数
年
間
、
３
カ
月
に
１
回
の
頻
度
で
扁
桃
炎
に
罹

り
、
の
ど
が
痛
み
頻
繁
に
高
熱
を
出
し
て
抗
生
剤
の
注
射
を
受
け
、

仕
事
を
３
〜
４
日
休
む
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
の
３
年
間
は

特
に
頻
繁
に
発
熱
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
体
格
は
中
等
度
、
胸
脇
苦

満
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
い
が
、
小
柴
胡
湯
エ
キ
ス
1.5

g
×
２
／
日

に

加
え
て
黄
柏
末
の
う
が
い
朝
晩
２
回
／
日
を
開
始
し
た
。

　
小
柴
胡
湯
は
は
じ
め
だ
け
で
、
後
は
う
が
い
だ
け
を
続
け
さ
せ

た
。
す
る
と
そ
の
後
は
一
度
も
の
ど
を
痛
め
る
こ
と
な
く
、
カ
ゼ
も

ひ
か
ず
、
ひ
い
て
も
す
ぐ
良
く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
１
年
は

カ
ゼ
も
ひ
か
ず
、
扁
桃
炎
を
腫
ら
す
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は

黄
柏
末
溶
液
う
が
い
の
効
果
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
症
例
２（
１
）】　

５
歳
、
男
児

【
経
　
過
】　
生
ま
れ
て
間
も
な
く
か
ら
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す
く
、
扁
桃

腺
が
腫
れ
40
℃
く
ら
い
の
高
熱
を
出
す
。
カ
ゼ
を
ひ
く
と
咳
が
な
か

な
か
止
ま
ら
な
い
。
い
つ
も
７
日
間
く
ら
い
は
休
む
と
い
う
。
熱
が

出
る
と
必
ず
嘔
気
が
起
こ
る
と
い
う
。

　
小
柴
胡
湯
エ
キ
ス
１
g
×
１
／
日
に
加
え
て
黄
柏
末
の
う
が
い
を

さ
せ
た
。
そ
の
後
一
度
だ
け
カ
ゼ
を
ひ
き
、
38
℃
ま
で
熱
が
出
た
が

す
ぐ
に
良
く
な
り
休
ま
ず
に
す
ん
だ
。
咳
も
ほ
と
ん
ど
出
な
く
て

治
っ
た
。
こ
の
子
に
は
内
服
と
う
が
い
を
併
用
し
た
が
、
そ
れ
き
り

で
以
来
カ
ゼ
も
ひ
か
ず
扁
桃
腺
を
腫
ら
す
こ
と
が
な
く
す
ん
で
い
る
。

【
症
例
３（
１
）︼　

32
歳
、
女
性

【
経
　
過
︼　
幼
少
期
よ
り
扁
桃
腺
が
腫
れ
や
す
く
化
膿
し
や
す
い
。

そ
の
た
び
に
発
熱
し
１
週
間
寝
込
ん
で
し
ま
い
、
カ
ゼ
を
ひ
き
や
す

く
て
困
っ
て
い
た
。
小
柴
胡
湯
の
内
服
に
加
え
、
黄
柏
末
の
う
が
い

を
さ
せ
た
。
す
る
と
以
来
カ
ゼ
ひ
き
が
少
な
く
な
り
、
ひ
い
て
も
軽

く
扁
桃
腺
が
腫
れ
な
く
な
り
、
寝
込
む
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
。
黄
柏
末
の
う
が
い
は
少
な
く
と
も
半
年
以
上
は
続
け
る
の
が
良

い
。
一
生
続
け
れ
ば
な
お
さ
ら
良
い
。

　
含
嗽
は
工（
＊
３
）藤

君
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
う
が
い
を
す

る
時
の
首
の
前
後
運
動
」
が
首
や
肩
の
こ
り
を
や
わ
ら
げ
、
の
ど
の

腫
れ
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
に
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

＊
３
：
工
藤
訓
正
先
生
。
医
師
で
あ
り
刺
絡
の
第
一
人
者
。
頸
肩
こ

り
を
重
視
し
て
治
療
を
行
っ
て
い
た
。
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（
68
）

出
　
題
　
有
　
田
　
龍
太
郎

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

２
０
２
5
年
1
月
号
出
題　

第
68
問（
再
掲
）

歯
の
疼
き
、
倦
怠
感

【
症
　
例
】　

31
歳　

女
性　

会
社
員

【
主
　
訴
】　

歯
の
疼
き
、
倦
怠
感

【
現
病
歴
】　

骨
格
的
に
上
顎
骨
に
対
し
て
下
顎
骨
が
前
方
に
位
置
す

る
骨
格
性
反
対
咬
合
（
下
顎
前
突
症
）
の
診
断
で
、
９
歳
か
ら
矯
正
治

療
を
行
い
正
常
の
咬
合
関
係
と
な
っ
た
。
２
年
前
か
ら
咬
合
状
態
を

保
持
す
る
た
め
の
器
具
（
リ
テ
ー
ナ
ー
）
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か

し
、
時
々
矯
正
し
た
歯
が
動
く
と
痛
み
が
出
現
し
、
そ
の
後
強
い
倦

怠
感
、
悲
壮
感
を
感
じ
、
浮
動
性
め
ま
い
が
起
こ
っ
て
流
涙
す
る
こ

と
も
あ
り
、
欠
勤
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
歯
科
・
総
合
診
療
科
を
受

診
し
て
器
質
的
異
常
を
認
め
ず
、
Ｘ
年
２
月
当
科
初
診
と
な
っ
た
。

【
既
往
歴
】　

過
敏
性
腸
症
候
群
。
メ
ペ
ン
ゾ
ラ
ー
ト
臭
化
物
、
オ
キ

セ
サ
ゼ
イ
ン
、
酪
酸
菌
製
剤
を
使
用
し
て
い
る
。

【
嗜
好
歴
】　

飲
酒
：
月
１
回
少
量
、
喫
煙
：
な
し

【
現
　
症
】　

身
長
156
㎝
、
体
重
46
・
７
㎏
、body	m

ass	index

（
Ｂ

Ｍ
Ｉ
）
19
・
３
㎏
／
㎡
（
体
重
変
化
な
し
）、
体
温
36
・
６
℃
、
血
圧

115
／
66
㎜
Hg
、
脈
拍
86
／
分

　

血
液
検
査
に
異
常
所
見
は
な
い
。

【
漢
方
医
学
的
所
見
】

［
自
覚
症
状
］　

下
腹
部
が
強
ば
り
、
そ
れ
以
外
は
力
が
抜
け
た
よ
う

で
集
中
で
き
な
い
。
全
身
が
重
だ
る
く
、
横
に
な
っ
て
い
た
い
。
症

状
は
寒
い
と
悪
化
す
る
。
泥
状
の
下
痢
を
伴
い
、
排
便
後
も
お
腹
が

重
だ
る
い
。
ガ
ス
は
多
く
な
い
。
食
欲
は
あ
る
が
、
食
後
眠
く
な
る
。	

食
べ
過
ぎ
る
と
胃
も
た
れ
す
る
。
夜
間
尿
な
し
。
平
日
は
眠
り
が
浅

く
中
途
覚
醒
し
や
す
い
。
月
経
前
の
気
持
ち
の
落
ち
込
み
・
イ
ラ
イ

ラ
あ
り
。
月
経
痛
は
自
制
内
。
月
経
血
に
凝
血
塊
あ
り
。
粘
性
帯
下

あ
り
。

［
他
覚
的
所
見
］　

体
格
は
痩
せ
型
で
顔
色
は
色
白
。
目
に
力
が
な
く

落
ち
込
ん
だ
表
情
。

脈
：
浮
沈
間
、
虚
実
中
間
、
細
、
弦
、
数
。
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舌
：
力
の
入
っ
た
舌
、
淡
紅
、
胖
大
、
歯
痕
あ
り
、
舌
下
静
脈
怒
張

な
し
。

腹
：
腹
力
中
等
度
、
心
下
痞
鞕
あ
り
、
下
腹
部
の
み
腹
直
筋
緊
張
わ

ず
か
に
あ
り
、
臍
傍
・
臍
下
圧
痛
あ
り
。
心
下
か
ら
臍
下
ま
で
腹

部
動
悸
あ
り
。

【
経
　
過
】

〈
初
診
時
〉
⑴
エ
キ
ス
製
剤
を
朝
昼
夕
で
処
方
し
た
。

〈
２
診
目
〉（
10
日
後
）
便
通
が
普
通
便
に
な
っ
た
。
悲
壮
感
を
感
じ

に
く
く
な
っ
た
。

〈
３
診
目
〉（
７
週
間
後
）
歯
が
疼
く
感
覚
、
浮
動
性
め
ま
い
が
消
失

し
た
。
倦
怠
感
のvisual	analogue	scale
（
Ｖ
Ａ
Ｓ
）
は
初
診
時

76
→
38
㎜
と
半
減
し
た
。
月
経
前
の
イ
ラ
イ
ラ
や
乳
房
の
張
り
、

体
温
調
節
が
で
き
ず
暑
く
て
眠
れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
方
で

月
経
時
に
下
痢
し
て
疲
労
す
る
症
状
が
出
現
し
た
。
⑴
を
継
続
し

な
が
ら
、
加
味
逍
遙
散
エ
キ
ス
製
剤
を
朝
昼
夕
で
処
方
し
た
。

〈
４
診
目
〉（
11
週
後
）
月
経
前
の
イ
ラ
イ
ラ
は
軽
快
し
た
が
、
暑
さ

を
感
じ
る
症
状
は
持
続
し
た
。

〈
５
診
目
〉（
18
週
後
）
月
経
時
の
下
痢
で
腹
部
が
重
だ
る
く
、
抑
え

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
頭
痛
が
取
れ
な
い
。加
味
逍
遙
散
は
月
経
前
、

当
帰
芍
薬
散
エ
キ
ス
製
剤
（
朝
昼
夕
）
を
月
経
時
に
服
用
す
る
よ

う
に
期
間
で
使
い
分
け
る
よ
う
に
変
更
。

〈
６
診
目
〉（
25
週
後
）
当
帰
芍
薬
散
を
飲
ん
で
い
る
と
温
ま
る
よ
う

に
な
り
、
月
経
中
の
下
痢
は
治
ま
っ
た
。

　

主
症
状
が
単
剤
で
改
善
し
、
漢
方
薬
の
治
療
の
醍
醐
味
を
感
じ
た

症
例
で
し
た
。
⑴
の
漢
方
薬
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
症
例
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
⑴
の
効
果
を
み
て
か

ら
加
味
逍
遙
散
や
当
帰
芍
薬
散
を
追
加
し
て
も
良
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
出
題
者
：
仙
台
市
・
東
北
大
学
病
院
）
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会
員
か
ら
の
回
答

❶
豊
島
区
・
増
山
浩
一
（
医
師
）

　

歯
痛
だ
と
立
効
散
、
歯
槽
膿
漏
だ
と
排
膿
散
及
湯
、
顎
関
節
症
だ

と
葛
根
湯
を
よ
く
使
用
し
ま
す
が
、
主
訴
に
倦
怠
感
も
あ
り
ど
う
も

違
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
、
⑴
エ
キ
ス
製

剤
で
10
日
目
に
下
痢
が
軽
快
、
７
週
目
に
浮
遊
性
の
め
ま
い
が
消
失

と
あ
り
、
ま
た
、「
立
て
ば
苓
桂
、
回
れ
ば
沢
瀉
、
歩
く
眩
暈
は
真
武

湯
」
だ
か
ら
、
真
武
湯
で
し
ょ
う
か
？

　

麻
生
飯
塚
方
式
に
考
え
る
と
、
陰
陽
（
寒
熱
）
は
症
状
は
寒
い
と
悪

化
す
る
の
で
、
寒
証
。
ま
た
「
全
身
が
重
だ
る
く
、
横
に
な
っ
て
い
た




